
高等学校

平 成7年 度

教 育 研 究 員 研 究 報 告 書

國

東 京 都 教 育 委 員 会



教 育 研 究 員 名 簿

Na 学 区 学 校 名 氏 名

1 5 都 立 足 立 西 高等学校 影 山 洋

2 6 都 立 両 国 高等学校 篠 田 健一 郎

3 6 都 立 葛 西 南 高等学校 福 崎 勇 二

4 6 都立本所 工業 高等学校 鈴 木 誠

5 8 都 立 青 梅 東 高等学校 本 間 恒 男

6 8 都 立 農 林 高等学校 星 野 好 彰

7 10 都 立 調 布 北 高等学校 岡 田 信 昭

担 当

教育庁指導部高等学校教育指導課 上 村 肇



目 次

研究主題 現代社会の諸問題に関する基礎的事項の学習を通 して主

体性 と協調性を養う指導の工夫

1主 題設 定の理 由と研究 の経過及 び今後 の課題

-

り
自

り
Q

主題設定の理由

研究の経過

今後の課題

II我 が 国の政治 、経済 の課題 について考 える

1日 本経済 の成長 と規制緩和

2'国 民 の政治参加 と選挙 制度

皿 国際関係の理解 を深める

-

り
乙

3

国際関係 の決定要 因につ いて考 え る

円高 ・円安 の基本理解 を 目指 した指導

戦後50年 を機 に 日本 とアジアの関係 を考 え る

IV現 代倫理の諸問題 について考 える

1

0乙

3

4

情報化 と倫理

自然環境観 の一視点 と倫理

理性を学ぶ

脳死と現代倫理

V人 権 と差別 につ いて考え る

1差 別 と共生～差別す る心 を考 え る

2キ ング牧師 の思想 とマル コムXの 思想

VI地 球環境 の危機 につ いて考 える

1オ ゾ ン層 の破壊

2熱 帯林 の破壊が地球環境 に及 ぼす影響

<資 料>

1「 国民 の政治参加 と選挙制度」の授業の作業プ リン ト(皿 の2)

2「 日本経 済の成長 と規制緩和」の授業の生徒の意見文(IIの1)

3「 脳死 と現代倫理」の授業の生徒の感想文(IVの4)

一1一

り
4

0
乙

2

り
乙

ら
O

n
δ

」
4

ζ
U

[
U

7
」

01

-

{
■

0
0

4

4
∪

1

1

1

1

1

7
置

7

8

{「⊥

1

1

0

0

1
⊥

り
乙

り
乙

り
乙

つ
0

」4

4

り
乙

り
乙

り
乙



研究主題 現代社会の諸問題に関する基礎的事項の学習を通 して主

体性と協調性を養う指導の工夫

1主 題設定の理由と研究の経過及び今後の課題

1主 題設定 の理 由

1995年 の年 明け早 々、近年 で は最大級 の 自然災害 である阪神 ・淡路大震災 が起 こ り、国 際

都市神戸 は一 瞬の うちに廃櫨 と化 した。また、3月 には世界 を震憾 させた地下鉄 サ リン事件

が発生 し、我 が国の安 全神話 はもろ くも崩壊 した。本部会 は、現代 を予測 困難 な出来事 が多

発す る時代 ととらえ、現代社 会に生 きるわた したちは従来 の考 え方 だけでは対応 で きな い状

況下 にあ ると考 えた。そ して このよ うな不確実性 の極 めて高 い社会 に生 きる現代 人の、 人 間

と して の在 り方生 き方 について、研究 を深 あ、協議を重 ねて きた。

現代社会 は、環境 ・資源 ・人口 。人権 ・平和 などの様 々な問題 を抱 えなが ら21世 紀 を迎 え

よ うとしてい る。本部 会 は、変化 の激 しい時代 ほど基礎的事項及 び基本 的内容 の学 習 か ら得

られ る応用力 が必要 であ り、かつ主体性 と協調性 を兼備 した調和 の とれた人 間の育 成 が重要

で あ るとの結論 に達 し、本主題 を設定 した。

2研 究 の経過

まず、各研究 員が現任校 での 日々の授業 におけ る試行錯誤 の中か ら、本年度 の研究 にふ さ

わ しい課題 を持 ち寄 ることか ら始あた。そ こでは、①現代社会 は予想 を越 えた出来事 が起 こ

る こと、② そのよ うな社 会の中で 自らの生 きる指針 を見失 うことな く主体 的 に生 きて い くた

めに は、まず、基礎 ・基 本の徹底 した学習 が必要 であ ること、⑧ それ とともに協 調性 もは ぐ

くまな ければな らないこと、が合意 された。 と くに協調性 にっいては、阪神 。淡路大震 災 で

のボ ラ ンテ ィア活動や地球 規模での環境 問題 への取 り組 み、あ るいは国際化 した社会 の現状

を見 るとき、主 体性 とと もに今 日の学校教育 の場 で考 え る契機 を与 え る必要 が あるとの認識

で一致 した。

っ ぎに、設定 した研究主題 にそ った研究内容 を各研究員 が持 ち寄 り、研究協議を重 ねた。

協議 は、現代 とい う時代 をどのよ うにと らえ るべ きか とい う時代認識 か ら、生徒 の価値 観 が

多様 化す る状況 などにどのよ うに対応す るのか、 また、ひ とりで も多 くの生 徒の魂 をなん ら

かの形 で揺 さぶ り主体性 と協調性 を育て るにはどうすればよ いのか、 とい う毎 日の授業 研 究

の中か らあ らわれ る問題意識 まで、多岐 にわ たった。

3今 後 の問題

各 指導 案 にまとめ られ た研究 は共同研究 の成果 であ る。 しか し、公民 科 とい うひ とっ の教

科 であ りなが ら倫理や文化か ら政治や経済 まで幅広 い内容 を扱 うので、 それぞれ の科 目と し

ては内容 に大 きな違 い もあ り、科 目の特色を生 か しなが ら互 いに協力 して教材開発 と指 導 方

法 を確立 す るにはどのよ うな方法が あるのか にっ いて は、 さ らに検討 して い く必要 があ る。
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H我 が国の政治、経済の課題 について考える

1日 本経済 の成長 と規制緩和

(1)教 材 と して取 り上 げた理 由 学 習指導要 領 「政 治 ・経 済」の 「(3>現 代 の経済 と国 民

生活」 において 日本 の経済社 会の仕組 み と特質 を学 んだ生徒 の中に は、定時制課程 に在 籍

し、職場 で働 いてい る者 もい る。彼 らは、学習 の結果、 自 らの体験 して いる現実 の生 活 背

景 を知 り納得 した り、 あ るいは学習 内容 が現実 と乖離 してい ると反発 す る場 合 も考 え られ

る。全 日制課程 の生徒 も、現実 の経済社会 に生 きているヒ とに変 わ りはな い。 日々の生 活

に直結 し、生徒 たちが 日本 の経済社会 をさ らに深 く理解す る手掛 りとして 「規制 緩和 」 を

教材 とす る。「規制緩和」 に関 して は、経 済生活 の発展 は私 たち の生 活 を豊 か に して きた

が、国民 の生 活 の豊か さが実感 されないのは 「規制緩和」が十分で ないか らだ とい う意見

が一部 で強 く出 されて いる。 また日本経済 の国際化 により経済摩擦が生 じ、 日本経 済 の 閉

鎖性 が問題 とされ 「規制緩 和」を求 める諸外国か らの声 は高 まって いる。 このよ うな現 状

にあ って規制緩和 につ いて考え ることは重要であ る。

(2)本 時 のね らい 「日本経済 の現状 と課題 」につ いて4時 間で学 習す る。第1時 限 で は

敗戦か ら復興 の時期 、第2時 限で は高度成長 か ら安定成長 への移行 、第3時 限 ではバ ブル

期 か ら現在 までの、それぞれ 日本経済 の特徴 にっ いて学習 し、第4時 限(本 時)で は、 日

本経 済が急速 な経済発展 の一方 で諸外国 と経済摩擦を発生 させて いる状況 を考 察 し、 規制

緩和 の問題 を軸 に今 日の 日本経済が置かれて いる状 況を客観的 に把握す る。学 習指導要 領

で は、「政治 ・経済」 の 「(3)現 代 の経済 と国民生活」 の 「ウ 現 代 経済 と福祉 の向上 」

で扱 う。

(3)展 開例

学習項 目 学 習 活 動 備 考

導

入
10

分

・日本 の 「規 制」

とさ れ る実 例

・酒 税、大店法、特石法 という具体例を もって 「規

制緩和」 の実態 を知 る。

・日本 と諸外 国の意見 の違 い
、生産者 と消費者 の意

見 の違 い、を知 る。

・具 体 例 の提 示

・プ リン ト配 布

展
開
25

分

・規制 緩和 は積

極 的に行 うべ き

だ とす る意見

・規制緩和 は慎

重 に行 うべ きだ

とす る意見

・戦後 の 日本経済 の成長 と産業保護政策を確認す る
。

・規制緩和が 日本 の経常黒字の削減や消費者 の利 益

になる とい う考えを確認す る。

・規制緩和が安全性 と雇用の確保を乱 し日本 の経 済

秩 序の混乱を もとらす という考えを確認 す る。

・ 「規制緩和」

に対 す るそれ ぞ

れの立場 に留意

ま

と

あ

15

分

・規制緩和 にっ

いての 自分 の考

えを まとめる

・今 日の経済状況 を客観 的に把握 し
、 「規 制緩 和 」

の持 っ意味 を理解 す る。

・経済活動 に参加す る個人 として
、積極的 に規 制緩

和 につ いて考え る。

・意見文作成
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(4)評 価 の観点 ① 資料 の読解 はで きたか。②現代 の 日本 と世界 の経 済が抱え る問題 と し

ての 「規制緩 和」が理 解で きたか。③ 日本経 済の発展 と、「規制 緩和 」 が求 め られ る状 況

が関連 して いることが理解で きたか。④ 「規制緩和 」をめ ぐる問題 を今 日の問題 と して考

え ようと して いるか。

(5)指 導上 の留意点 ①公民科、地理歴史科での学 習の成果を生 かせ るよ うに留意 す る。

学 習指導 要領 につ いて は、公民科で は、「現代社会」 の 「(3)現 代 の政 治 ・経 済 と人間 」

か ら 「イ 国民福祉 と政府 の経済活動」、「(4)国 際社会 と人類の課 題」か ら 「イ 国際 経

済 の動向 と国際協力」 に、「倫理 」で は 「(3)国 際化 と日本人 と しての 自覚 」 か ら 「ウ

世界 の中 の日本人」 との関連 に留意す る。② 「政治 ・経済」の他の分野 での学習 内容 との

関連 に留意す る。 とくに、経済 的分野全般へ配慮す る。③広 い視野か ら客観 的に内容 を理

解 させ る ことに留意 す る。家庭科等 における消費者教育へ の配慮 は もとよ り、 「教 育課 程

編成 の一般方針」 に示 された 「望 ま しい勤労観、職業観 の育成… に資す る」 よ うに留意 す

る。④ ひ とっ の価値 をお しっ け ることな く、生徒の思考力の酒養 に努 ある。都市 に生活 す

る消費者 の視点 のみではな く、農業従事者 の視点で はどのよ うに考え られ るか、あるいは、

農業 を守 ることが食糧 自給 や環境保全 にっ ながる ことへ思考が及んだか 、留意 す る。

2国 民の政治参加 と選挙制度

(1)教 材 として取 り上 げた理 由 昨年4月 には統一地方選挙が行われ 、多 くの生 徒が地 元

の議員選挙 や首長選挙 に直接触 れ る機会 を得 た。7月 には参議院議員選挙 が行 われ、 国政

選挙 を も身近 に受 け止 め ることがで きた、生徒 は間 もな く選挙権 を得 て政治 に参加す る こ

とにな るので、政治 に主体 的にかかわ ってい こうとす る態度 の育成 と選挙権 の大切 さを理

解 させ ることをね らい と して、本教材 を取 り上 げた。

(2)本 時 のね らい 政治 と選挙 をテーマに3時 間構成 とした。本時 は第1時 限 目で、 主権

者 た る国民 の権利 であ る選挙権 の意義及 び重要性 と国政選挙 におけ る比例 区選 挙 の仕 組 を

理解 させ る。第2時 限 目は、議員定数 の配分(1票 の重 み)に っ いて、第3時 限 目は、政

党政治 と日本 の政党 にっいて学 習す る。学習指導要領 では、「現 代社 会 」 の 「(3)現代 の政

治 ・経済 と人 間」の 「ウ 日本 国憲法 と民主政治」 で扱 う。

(3)展 開例

学習項目 学 習 活 動 備 考

選挙の結果 ・4月 の統一地方選 挙及 び7月 の参議 院議 員選 挙 具体的に投票率
導
入 の中か ら選挙運動の話題や低 い投 票率の問題 な ど を示 して比 較 す

io を通 して選挙へ の関心を持っ。 る 。

分

現行の選挙制度 ・憲 法 の規 定(第44、45、46 、93条)及 び公 職 選

挙法 に定 あ られて いる議会 の定数。議員及 び首 長

の任期 ・被選挙権 につ いて説明を聞 く。
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選挙制度の歴史 ・選 挙権 が どの ような経緯 で拡大 して きたか及 び
1889年 か ら1945

選 挙法改正 の変遷 についての説 明を聞 く。 年 までの流 れを

取 り上 げ る。
展

・制 限選挙 の形態及 び選挙権 を もっ人 が制 限 され

た背 景 にっ い て考 え る。

開

選挙権の重要性 ・憲法 の国民主権 の規定 との関係か ら選挙権 の大 新憲法の第1条

35
切 さを認識 し、同時 に公民 と しての重大 な義務 で と旧憲 法 の第1、

あ る こ とを 理 解 す る。 3、4条 を 比 較

す る 。

分 ・棄権 は主権者 であ ることを放棄 す る自殺行 為 で

あ るか ら極力棄権 しないよ うに啓発 す る。

比例区選挙の当選 ・ ドン ト式議席配分方法 の説 明を聞 いて今 回 の比
作 業 プ リン トを

者の決定方法 例 区選挙 の結果 を理解 し、仮定 の選挙結果 を もと 配 布 す る。

に作業 を行 う。

ま

と

め

5

分

政治参加の意義 ・国及 び地方公共団体 の一員であることを 自覚 し
、

棄 権が好 ま しくないことを認識 す る。

改めて選 挙権 の

意義 を考 え る。

(4)評 価 の観点 ①主権者 の権利 である選挙権 の大切 さを理解 で きたか。②実 際の選 挙結

果及 び仮定 の選挙結果 の作業 を通 して比例区選挙 の仕組 を理解 で きたか。

(5)指 導上 の留 意点 ① 知事選挙 ・参議院議員選挙で話題 とな った事柄 を取 り上 げて選

挙へ の関心 を もたせ る。② 選挙法改正 の経緯を たどりなが ら、現行の選挙制度 を認 識 させ

る。③作業 を通 して比例 区選 挙及び議席 配分法を理解 させ る。④政 治的中立 に配慮 して不

偏 不党の立場 か ら適切 に取 り扱 う。

(6)参 考文献 「選挙 の しくみ」 宮川 隆義 日本実業 出版社

皿 国際関係の理解を深める

1国 際関係の決定要 因について考える

(1)教 材 として取 り上 げた理 由 今 日の私 たち は国際化 の著 しい進展 の中 にある とされて

いる。 そ こで具体的 に求 め られ るものは、国際平和 と人類 の福祉 に寄与 す ること
、及 び国

際社 会 に主体的 に生 きる ことであ る。 そのためには、まず 、具体 的な学 習 に入 る前 に、 国

際 関係 を考え る分析の枠組 みを もち、国際関係が どのよ うな要因 で決定 され るか を理 解 し

てお く必 要が ある。
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② 本時 のね らい 「国 際政治 と日本」 につ いて3時 間で学 習す る。本時 は第1時 限 で国

際関係を動 かす基礎 とな る要 因につ いて、中学校 までの社会科 、高等学校 の公民科 、地 理

歴史科 の学習 を踏 まえ、現代 の世界 と日本 に関わ る基本的 な課 題 にっ いて考察 す る手掛 り

とす る。第2時 限 では冷戦 の始 ま りか ら終焉 までの歴史、第3時 限 では冷戦 の終 焉か ら現

在 まで の国際政治 の歴史 をそれぞれ学習す る。学習指導要領で は、 「政治 ・経済 」 の 「(1)

現代 の世界 と 日本」 の 「ア 国際社会 の変容 と日本」で扱 う。

(3)展 開例

学習項 目 学 習 活 動 備 考

導 ・冷戦 とその終 ・戦後史の枠組みを冷戦とその終焉後の世界の様子か ら確認 ・具体例を提示

入
5

分

焉 する

・冷戦後の世界が抱えている諸問題を身近な例から想起する。

・生徒 への発問

・プ リン ト配布

・国際関係の歴 ・19世紀までの国際関係の発展を確認する。 ・世界史学習と

史的系譜 ・第二次世界大戦前の国際関係を国際連盟を中心に石鶴忍する。 の関連に留意す

展 ・国際連合の目 ・第二次世界大戦後の国際関係の展開を次の2点 か ら確認す るQ

開
35

的と機能 る 。 ・広 い視野 か ら

分 ・冷戦の展開 と ①冷戦を始まりから展開、終焉まで 客観的に戦後を

終焉 ②冷戦後の国際社会に噴出する諸問題 概観 す る。

・国際関係の決 ・パ ワ ー ・ポ リテ ィ ッ ク ス を 軸 に 、 環 境 、 人 権 、 民 族 、 宗 教 ・ひ とっの価値

ま

と

め

定要因 などさまざまな要因が国際関係を決定 していることを知 る。

・国際関係を知 る手がかりを理解 し、私たちが国際社会 と密

観にとらわれ る

ことな く広い視

10

分
接 な関係にあ ることを知 る。 野で考えるよう

留意する。

(4)評 価 の観 点 ①資料の活用等 を通 して、関係す る諸科 目の学 習の成果を利用で きたか。

② 国際関係 の決定要因 と してのパ ワー ・ポ リテ ィックスが理解 で きたか。③ 今 日の国 際 関

係 がパ ワーだ けで な く、環境、人権 、核 、人 口、食糧 、民族、宗教 な どの諸 問題 によ って

も決 ま ることに気付 いたか。④ 今 日の国際社会 の複雑 さを理解 し、その問題 を 自分 の問題

と して考 え よ うと して いるか。

⑤ 指導上の留意点 ①公民科、地理 歴史科 での学 習の成果 を生 かせ るよ うに留意 す る。

学 習指導要領 にっ いて は、公民科で は、「現代社会」 の 「(2)環 境 と人間生活」 「(4)国 際

社 会 と人類の課題」 と、「倫理」 の 「(2)現 代社会 と倫理」「(3)国 際化 と日本人 と して の

自覚 」 との関連 に留意す る。② 「政治 ・経済」 の他 の分野 での学 習内容 との関連 に留 意 す

る。学 習指導要領 の 「(2>現 代の政治 と民主社会」 で は 「ウ 国 際政治 と日本」 か ら国 際

連 合 と国際協力、安全保障 の問題、国際政治 の諸課題 と、「(3)現 代 の経 済 と国民 生 活 」

で は 「工 国民経済 と国際経済」か ら国際協調 の必要性 や様 々な国際経 済機関 の役割 との

関連 に留意 す る。③広 い視野か ら客観 的 に理解 させ ることに留意 す る。

(6>参 考 文献 「国際関係論」J.フ ラ ンクル 東京大学 出版 会

「国際関係論入門」 齋藤孝編 有斐 閣
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2円 高 ・円安の基本理解 を目指 した指導

(1)教 材 と して取 り上 げた理 由 海外旅行体験 の日常化や個人輸入の普及か ら、 コンピュー

ターネ ッ トワー クの広 が りに いた るまで、「国際化」 の波 は、 け っ して政 治経 済 の マ クロ

的側面 だけで はな く、確 実に生徒 の 日常生活 に も押 し寄 せて きてい る。 しか し、 そ う した

「国際化 の 日常化 」現象 に直面 した生徒 たちが、真 にそれ らの現 象 を理 解 し、 自 らの判 断

基準 を形成 してい くために は、何 よ りも国民経済 が結 びっいた国際経済 の基 本的事項 を 確

実 に理解す る ことが必要 とな って くる。そ う した事象 の一 つであ る 「為替 相場」 の理 解 の

たあに本教材 を取 り上 げた。

(2)本 時 のね らい 国民 経済 にっいての指導を終 えた後、本教 材を2時 間 で扱 う。第1時

限 目は管理通貨制 度におけ るUSド ルと円にっいての基本 的な説 明を行 い、第2時 限 目に

作業学習 を通 して、学 んだ知識を 自分の生 きる力 と して活用で きるよ うに定着 を図 る。 学

習指導要領 で は 「政 治経 済」の 「(3)現 代の経 済 と国民生 活」 の 「工 国民 経済 と国 際経

済」 の 「貿 易 と国際収 支の現状や為替相場の仕組み」で扱 う。

㈲ 展開例

第1時 限 ……管理通 貨制 度 にお ける円とUSド ルの基 本の学習

学習項目 学 習 活 動 備 考

外国為替の理解 ☆国民経済が結びっいた国際経済(世 界経済)の 場において、
導
入 異なる通貨同士を交換 させる仕組み(外 国為替)が 必要で

10

分
あ ることを理解す る。

国際基軸通貨に ☆他国との決済には何か基準がなければならないことを理解 ① 「ドル」が簡

っいて す る 。 単に出された場

合 には 「なぜ ド

展 ☆上記 「基準」の必須要件及びその要件を満たす通貨単位は ルなのか」を説

開
何かを考える。 明させる

(農 業 ・工業 ・資源 ・軍事etc) ②変動要因には
30

円とドルの関係 ☆変動相場制では、円 とドルは需給関係により絶えず変動 し 言及 しない

分 理解 て いることを再確認す る。 ③需給関係の指

円高 と円安の ☆1ド ル=100円 と1ド ル=200円 で は、どちらを円高 と呼 び、 導を通 して 「高 ・

概念 どちらを円安 と呼ぶかを即答できるようにする。 安」の意味を理

解 す る。

ま
輸出入 との関係 ☆全 く同 じ製品を輸出入 して も・為替相場により・その金額・i

と

め
について

「
次いで数量が変化することを予想する・1

10

分

1
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【備 考 】 にっ いて ① 国 際基 軸 通 貨 と して の ドル の選 択 は 、 当然 の事 と して 扱 わず 、

生 徒 の 判 断 に質 問 を 加 え て い きた い 。 ※ た とえ ば ル ー ブル や ドイ ッマ ル クが 、 なぜ 基 軸

通 貨 にな れ なか った のか 、 円 が な ぜ基 軸 通 貨 は お ろか国 際 通 貨 に さえ な れ な い の か 等

② 特 に 「変 動 要 因 」 につ いて は、 購 買 力平 価 や ア セ ッ ト=ア プ ロー チ ま で 、 諸 説 紛 々 と

して お り、非 経 済 的 要 因 や心 理 に まで 左 右 され 、決 定 的 な もの はな いの で 、 余 り言 及 し

な い。 ③ 円高 にっ いて は、 現 在 の 生 徒 は、 そ れ を想 像 以 上 に 身近 に感 じて い る の で 余 り

深 く言 及 しな い 。 な お 、 け っ して 欲 張 らず 、 他 の 事柄 は極 力 捨 象 し、 為替 相 場 の根 幹 の

メ カ ニ ズ ム を完 全 に理 解 させ る こと が、 次 の授 業 の た あ に必 要 とな る。

第2時 限 目 … … 円高 円安 に関 す る作 業

① 導 入 前 の授 業 の 「ま とめ」 の部 分 を再 確 認 し、 後 出 の プ リ ン トを 配 布 す る。

② 展 開 わ が 国 の原 油 の海 外 依 存 度 の高 さ に言 及 しなが ら、 原 油 価 格 が 需 給 関 係 な ど に

よ って変 動 して い る こ とを 説 明 す る。 本 時 で は1bbl=10ド ル と1bbl=20ド ル

の2っ の ケー ス を想 定 して 授 業 を進 め る。

※ 原 油 価 格 に つ いて 、基 準 は 多数 あ るが 、 こ こで は一 般 の 原 油 先 行 指 標 に従 い 、 ニ ュ ー ヨ ー

ク証 券 取 引所 のWTI(ウ エ ス トテ キ サ ス イ ンタ ー ミー デ ィエ イ ト)先 物 価格 を採 用 した。

※1bbl=10ド ル は1986年 のOPECに よ る価 格 設 定 。

次 に 、配 布 して あ った プ リン トに各 自記 入 させ る。 プ リン ト内 容 は以下 の通 り。配 布 時 、

どれ が 円高 で 、 どれ が 円安 で あ るか を も う一 度 発 問 して確 認 す る 。

配布するプ リン トの内饗 、

①

②

③

円 ドル 相 場

US$1.00=¥100.Ω Ω

US$1.moo=X200.00

US$1.moo=X300.00

※上の①～③ は、下 の表中の① ～③ に対応 します。

〈輸入〉

① の円 ドル相場 ② の円 ドル相場 ③ の円 ドル相場

1bbl=US$10.00
¥ ¥ ¥

1bbl=US$20.00 ¥ ¥ ¥

〈輸出〉

① の円 ドル相場 ② の円 ドル相場 ③ の円 ドル相場

日本国 内価格300万 円の国産車
US$ US$ US$
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全員記入後 、正答 を発表 し、確認 す る。 この後 、生 徒 の学習習熟度 な どに よって 「グルー

プ討論」 など も可能 にな るが、 ここで は以下 の質 問を通 して、全員 の理 解を促す もの とす

る。

㈲

ω

㈲

ω

㈹

円高(円 安)に よ って 日本 の輸入費用 は増 えるか、減 るか。

円高(円 安)は 日本 の輸入品 の価格を上昇 させ るか 、下落 させ るか。

円高(円 安)は 短期的 には、 日本国内 の物価 にどの よ うな影響 を与 え るか。

円高(円 安)は 、 あなたの海外旅行を楽 にす るか、困難 にす るか 。

円高(円 安)に よ って アメ リカに輸出 され る日本車 の価格 は、 アメ リカ国内で ど う

変 化 す るか 。 ま た、 日本 の 国 全 体 の 輸 出 量 は ど う変 化 す るか 。

(カ)日 本 の 石 油 輸 入 業 者 が 、 契 約 した時 点 で は1bbl=US$10.00で 、US$10a=¥

100.ΩΩで あ った が 、支 払 い は1年 後 とい う契 約 内容 で あ った。 その1年 後 に は、1bb1=

US$10.00で はあ った が 、 相場 はUS$1.00=¥200.00と な って い た 。

★ この業 者 は得 を す るの か 、 損 を す るの か 。

★ ど うす れ ば この 危 険 を 回避 で き るの か(基 礎 的 な知 識 に基 づ く自 由 な発 想 を促 す)

(キ)「 経 常 収 支 」 の 中 に 「貿 易収 支」 とい う項 目が あ り、一 般 に 「輸 出 一 輸 入 」 に よ っ

て 算 出 され るが 、 円高 の進 行 は、 日本 の 貿易 収 支 に ど の よ うな影 響 を 与 え る か 。

※ も し くは 、以 下 の よ うな 表 を使 用 して 、質 問 内容 に工 夫 を加 え て も よ い。

【有 利 と思 わ れ る右 の部 分 に0を 記 入 しな さ い】

項 目 円高 円安

日本 の輸 入業者 にとって有利

日本 の輸 出業者 にと って有利

日本人の海外旅行者に有利

日本 の国内の物価安定 に貢献 し、 イ ンフ レをお さえ るのに有利

日本 の経常収 支、特 に貿易収支の黒字化 に有利

日本 で ドルの 「外貨定 期預 金」を作 ると有利

③ まとあ 円高 と円安 がマ クロ ・ミクロ双方 の経済 に与 え る大 きな影響力を確認 する。

(4)評 価の観点

(a)「 基軸通貨」 であ る ドル と円 との関係 にっいて、理解 で きたか。

(b)ど うい う場合 を円高 ドル安(円 安 ドル高)と 呼ぶのか理解 で きたか。

(c)円 高 ・円安 と、マ クロ ・ミクロ双 方の経済 的な事象 との関連 を理解 できたか。

(5)指 導上 の留意点 高校生 の学習内容 と して は難解 である 「変動要 因」 な どに手を広 げ

ず 、基本 的な理 解を最 優先 し、作業を通 じて生 きた知識を根付かせ る。

(6)参 考文献 「日米 同時破産」(PHP研 究所)

「ゼ ミナー ル国際経済 入門」(日 本経済新聞社)

「実践 ゼ ミナール 国際金 融」(東 洋経済新報社)

「私 たちの くら しと為替 レー ト」(日 本銀行 パ ンフ レッ ト)

一9一



3戦 後50年 を機 に 日本 とア ジアの関係を考える

(1)教 材 と して取 り上 げた理 由 第二 次世 界大戦 が終 わ って50年 が経過 した。 この戦 争 中

に我が国 がア ジア諸 国の人 々に多大 な苦痛 と悲 しみを与 えた ことはま ぎれ もない事実 で あ

る。今、 日本及 び 日本人 は これ らの人 々か ら信頼 を得 られ るよ う努力 し、新時代 の 日本 と

ア ジアの関係 を築 いていかなければな らない。今後 より一層 の国際化 が予想 され る中で、

21世 紀を担 う生徒 たちに、 日本 と隣人であ るア ジアの人 々 との協調 の重要性を理解 させ る

ことをね らい として、本教材を取 り上 げた。

(2)本 時 のね らい 戦後 の国際政治を テーマ に6時 間構成 と した。第1時 限 目は、第 二 次

世 界大戦 の ヨー ロッパ での終結 を、第2時 限 目は、太平洋戦争 の終結 を、第3時 限 目は、

東西対立 と冷戦 を、第4時 限 目は、非同盟諸国の動 きを、第5時 限 目は、 ソ連邦 の解 体 と

東西 ドイツの統一 を学習す る。本時 は最後の第6時 限 目で、 アジア諸 国民 との協調精 神 を

柱 に前向 きの真 に友好的 な国家関係の構 築の重要性 を理解 させ ることに重点をおいている。

学 習指導要領で は、「現代社会 」の 「(4)国際社会 と人類の課題Jの 「ア 国際政治 の変化 」

で扱 う。

(3)展 開例

学習項目 学 習 活 動 備 考

50年 前の戦争 ・第二次世界大戦及 び太平洋戦争にっいて簡単な説明を 第1、2時 限 目

導
入 聞 き、なぜ日本がアジア諸国から戦争責任を追及 され る の復習をす る。

10 のかを考え る。
分

ア ジ ア に対 す る ・明治以降の伝統的な日本人の国民感情(欧 米 に対す る 外国及び外国人

優越感の克服 劣等感とアジアに対する優越感)の 説明を聞 く。 に対す る偏 見 を

打破す る。

・国際法での主権国家間の対等関係を理解する。

植民地の痛みを ・韓国併合を取 り上 げて朝鮮半島の人々が受けた苦痛や 事前に作文を提

知る 悲 しみを共感する。 出 させ 、 多 か っ

た感想や意見を

・独立 国家 の主権を奪 うことにっ いて考 え る。 紹介す る。

展 侵略問題の反省 ・満州事変など日本軍の行為の中に侵略行為 と判断でき 現代 の 日本 及 び

る ものがあ った ことを考え る。 日本人 の基 本 的

視点を明確 にす

開 ・今後の対アジア外交の出発点 として侵略行為への反省 る 。

を国民に定着させる必要性を考える。
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経 済協力の一 層 ・アジア諸国の日本に対する期待及び日本 の現実的な能 日本が最 も得 意

35 の推進 力 ・実力の説明を聞いて、アジア諸国への経済協力が日 とす る分野 で あ

本にとって重要な政策課題であることを理解する。 る ことを強調 す

る 。

分 平和主義の重み ・アジア諸国が恐れていることは日本の軍事大国化であ 現行憲法の平和

ることを理解 す る。 主義 に触 れ、 そ

の重 みを実感 さ

・日本の軍事大国化の懸念及び不安を解消させ、 アジァ せ る 。

諸国か ら信頼を得るたあの方策 にっいて考える。

ま

と

日本 とア ジアの

新時代の開幕

・戦後50年 の節目に際 して、また間 もなく21世紀を迎 え

る転機をとらえて、対等で友好的な前向きの国家関係を

ア メ リカとの二

国間関係 と比較

あ
5

分

作り上げていくことの重要性を理解する。 す る 。

*作 文 の題 「もし日本 が他 国に征服 されて 日本語 の使用禁止及 び生 活習慣 の変 更 を

強制 された らどう思 うか」(100字 程度)

(4>評 価の観点 ①太平洋戦争 での 日本 の行為 を理解 で きたか。②戦 後の ア ジア諸 国 の対

日感情を理解 で きたか。③今後 日本が とるべ き態度及 び担 うべ き役割 を理 解で きたか。

(5)指 導上 の留意点 ①国 内外 の記念行事及 びマス コ ミの報道 を通 して、今年が戦後50年

の節 目にあたる ことを意識 させ る。② 日本 が アジア諸 国か ら信頼 され好感を もたれ るよ う

になるには、 どのよ うな行動 が必要 かを考 え させ る。③民族差別 や偏見を生 じさせな い よ

うに注意す る。

(6)参 考文献 「日本外交 反省 と転換 」 浅井基文 岩 波新書

「反 日感情 韓 国 ・朝鮮 人 と日本人」 高 崎宗 司 講談社現代新書

IV現 代倫理の諸問題について考える

1情 報化 と倫理

(1)教 材 として取 り上 げた理 由 現 在の 日本 は、「情報化」「高齢 化」「国際化」 な ど、安定 、

成熟 した中に も新 たに急速 に変化 ・発展 す る途上 にあ るといえ る。そ のよ うな急速 な社 会

の変化 に伴 い、既成 の価値観 がゆ らぎ(=価 値観 の多様化)、 これ が絶 対 とい う 「価値 」

が なか なか見 いだせない状 況にあ る。 このよ うな状況 だか らこそ、大切 な ことは、基本 に

戻 り、個人(人 間)の もつ本来 の価値(特 に 「理性」 を もって根本か ら 「考 え る」 とい う

こ と)に 向か うことで はないか と考 え、次の ような テー マを設 定 した。
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② 本時 のね らい 「情報化社 会に生 きる」 にっ いて2時 間 で学習す る。本 時 は第1時 限

で、個人 が高度情報化社 会の中で理性 と感性 を もって正 しい もの(正 しい事 実 ・あるべ き

倫理的価値 「善 」)を 主体的 に選択す る ことを考 え る。第2時 限 で は前 時 の学 習 を踏 まえ

て 「情報 化社 会へ の課題」 とい う題で小論文を作成す る。学習指 導要 領 で は 、r倫 理 」 の

「(2)現代社会 と倫理」 の 「ア 現代社会 の特質 と人間」 で扱 う。

(3)展 開例

学習項 目 学 習 活 動 備 考

「情報 化社 会」 ・現 代 の 日本 の社 会 で は、 ソ フ ト化 が進 み 、 情 報 事 前 に 「倫理」 の

導
に至 る経 緯 の価 値 が ます ます 高 ま って い る こ とを理 解 す る。 意 味、人間 の 「価

入
・ 「情報化」 に伴 う 「価値」の問題 は現代 人 が根 値 」 な ど に に つ い

io 本的 に考え てい く大変重要 な ものであ ることを認 て 学 習 して い る。

分 識 す る。 ※ モ ノ …見 え な い

生産物の総称

「情報化社会」 ・戦後民主主義 の浸透 と 「知 る権利 」の現状 にっ 情報 の受 け取 り方

の功罪 い て考 え る 。 に つ い て は 、 ア ン

展
・科 学 技 術 の進 歩 に伴 うマ ス コ ミ、 マ ス メ デ ィァ ケ ー トを取 る な ど

の発達(特 にTVに 対す る私達 の 「情報」 の受 け して工 夫 す る。
開

取 り方)の 影響 に つ い て考 え る。

30 ・情報の洪水、情報 の 「価値」 の混乱 の実情 を知

分 る 。 ビデ オ な ど使 用 。

・受 け身的 ・感覚的な情 報の受 け取 りによ る目に

見 えない もの の恐 ろ しさを認識 す る。

ま 「情報化社会」 ・個人 が主体的 に情報を選択 し、価値 判断す る力 次の時間の小論文

と へ の課題 を身 にっ けるためにはど うしたら良いかを 「情報」 の テ ー マ に す る 。

め
io と 「自分 」 との かか わ りの なか で 考 え る。

分

(4)評 価 の観点 ① 日常的 な 「情報化」 にかかわ る本時の学習内容 を 「現代」 の重 要 な倫

理 的課題 と して とらえ ることが出来 たか。② 今 の この時代 に、個人が情 報 と どうかか わ る

か具体的 に考 え ることが出来 たか 。

(5)指 導上 の留意点 個人 の主体 的かっ素 朴 な 「理性 」 判断 を重 視 した い。 そ の たあ に

「こうあ るべ き」の ような結論 は初め に出 さず、 自由に考 えさせ 、具 体 的 な話題 か ら意 見

を集約す る形 を とる。そ して、何 があ るべき姿 なのか、最終的 には自分 の考 え と他人 の考

えを比較検討 し、よ りよい意 見の方 向に向か えるよ うに指導す る。

(6)参 考文献

*NHK特 集 「メデ ィアとプライバ シー」(1994年 放送)

*天 野祐吉 の メデ ィア論(参 考:新 聞記事)な ど
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2自 然環境観 の一視点 と倫理

(1>教 材 と して取 り上 げた理 由 現代 の環境 問題 は、複合的 な、大 きな問題 で あ る。 した

が って、環境問題 を題材 と して 自然 や技術 と人間 関係 にっ いて考 え るに は、適切 な切 り口

に よって 、生徒 が主体 的に考 えてい くことがで きるよ うに工夫 す ることが大切 であ る。 こ

こで は、生徒 が自然 や技術 とどのよ うに関 わ ってい くべ きか を考 え るために、 日本 の伝統

的な 自然観 にっ いて 自覚的 に考 える ことを教材 と して取 り上 げた。

(2>本 時のね らい 「自然 や科学技術 と人間」 にっ いて4時 間 で学習す る。第1時 限 で は

環境 問題 の具体事例 と して酸性雨 の問題 を、第2時 限で はオゾ ン層 の破壊 の問題を それ ぞ

れ学習 し、第3時 限(本 時)に は、 日本 の伝統的 な自然観を もとに自然 と人 間 との関 係 に

っ いて考 え る。第4時 限 では、 自然 と人間の関係 にっ いての小論文を作成す る。学 習指 導

要領 で は、「倫理」 の 「(2)現代社会 と倫理」 の 「イ 現代社会 を生 きる倫理 」 で扱 う。

(3)展 開 例

学習項 目 学 習 活 動 備 考

「自然 」 と は? ・日本 の 自然 観(あ るが ま ま
、 おのつ か ら)を 知 り、 問題 提起 と して

西洋 の自然観 との違 いを考え る。 現在の環境問題

導
・良 い点 … 「自然 」 を尊 重 す る ことが 現 代 の ト レ ン の事例を動機づ

入
ドだが、 日本 は伝統的 にその よ うな価値観 を もって け に す る。

いたとい う特質を理解す る。
15

・反 省 点 … 西 洋 の よ うに 「理性 」 を も って 「自然 」

分 と対 峙 しな か っ た反 面 、 「理 性 」 を も っ て っ ね に

「自然」 との 「かか わ り」 を考 えて い たか ど うかを

考 え る。

自然環境問 題へ ・科学 の極端 な 自然支配=自 然(の 法則)破 壊=生 具体的な環境問

展
の経緯 態系 の破壊 が 「自然」 と 「人間」 との関係 の と らえ 題を提起す るが

開 直 しを して い る こ とを知 る 。 あ ま り細か い説

30 ・世界 の現代 の環境問題 に関連す る ことを知 る
。 明 は しな い よ う

分 ・環境問題の国際的 な取組み と して国連人間環境 会 に す る。

議 か ら地 球 サ ミ ッ トへ の 流 れ を理 解 す る。

日本 の取組 と課 ・公害対 策基本法か ら環境基 本法への流れの理解 と
、 次 の時 間の小 論

ま

と
題(今 私 た ちが 日本の地道 な 「自然保護 への取組 み」にっいて知 る。 文 の テ ー マ に つ

め

5

分

再 び考 えな けれ

ば な らない こ と

・西洋近代 の人間観 ・自然観 と現代 日本人の伝統 を

ふ まえた 「責任」 にっいて考 え る。

な げ て い く。

は何か)

(4)評 価 の観点 ① 「環境 問題 」を多角的な ものの見方 か らと らえ ることが 出来 たか。 ②

わ た したちが 「自然」 とど うかかわ り、今後 どうかかわ って いけばよいかを考え る ことが

出来 たか。
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(5)指 導上 の留意点 前述 の通 り 「環境」 は大 きな言葉 なので、 その言葉 の意 味や範 囲を

前 もって きちん と説 明 しておかなければ いけな い。 ま た、 自然環 境 問題 を まず 、 日本 の

「自然観 」 を軸 に とらえ る場合、「自然」 とい う言葉 につ いて、 あ らためて考 え させ、伝 統

的 な 自然観 、西洋の 自然観 との対比 な どを含 めたバ ランスの とれた ものの見 方が出来 るよ

う指導 す る。

また、 この よ うな問題 はやや もす ると、結論が科学 の全面的反省あるいは自然保護 イコー

ル絶対正義 とい う考 え方 に陥 る事 があ る。大切 な ことは結論づ けをす ることよ り も、 そ の

前提 と して 「個人」のかかわ り方 を考 え ることなので、 この点 を留意 して指 導す る。

⑥ 参考文献

*「 日本 人の心」 相 良亨著(東 大出版会UP選 書)

*「 翻訳 語成立事情」 柳父章著(岩 波新書)

*「 自然 保護 とい う思想」 沼 田真著(岩 波新書)

*映 画 「お もひで ぽろぽ ろ」 など

3理 性を学ぶ

(1)教 材 と して取 り上 げた理 由 カ ン トの思想を手掛 りに、人間 の理性 の大切 さと、理 性

批判 の大切 さを考 えさせ る。近年、若者 の間 に超能力、超常現象、 占いなどの、非合理 的

なオカル トへの興 味がひ ろが ってい るといわれて いる。

若者 の、理性 に対 す る理 解が不足 してい ることがその背景 にある と考え られる。そ こで、

カ ン トの理性批判 を手掛 りに、理性 に対 す る理解 と、理性 の限界 にっいて 自 ら考 え させ る

教材 を構成 した。

カ ン トの思想 にお ける、合理論 と経験論 の融合 とい う背景 には、合理主義 者で あ った カ

ン トが独断の まどろみをやぶ られて、理性批判 にむか い、理性 に限界を さだ め、確実 な も

の にす るとい う事情が あ った。授業 にお いて は詳細 に立 ち入 らず、思想史 の流 れを把 握 さ

せ るの にとどめ るが、理性 を批判す る ことによって確実 な もの と した とい う点 を、生 徒 に

はお さえ させ たい。

カ ン トは感性界(人 間 の世界)と 英知界(神 の世界、物 自体の世界)を 分 けて、両者 を

混 同す ることを戒 めた。 このよ うな二元論 を理解す ると ともに、理性 によ って把 握で き る

もの と、理性 の能 力を越 え るものをわけて考 え ることが大切 である といえ る。両 者 を混 同

す ることな く、分離 して扱 うものであ ることを、生徒 に気づかせ たい。

(2)本 時のね らい 「合理 的精神の確立 」にっいて5時 間で学習す る。第1時 限では 「ベー

コンと経験論 」、第2時 限 では 「デカル トと合理論」、第3・4時 限 で は 「カ ン トの批 判主

義 ・人格 主義 」を学習す る。第5時 限(本 時)で は、理性 の大切 さとその限界を理解 しっ

っ、合理的 な もの(理 性 による もの)と 非合理 的な もの(理 性 の能 力を こえ る もの)の 違

いと分離 につ いて学習す る。学習指導 要領で は、「倫理」 の 「(1)青年期 と人 間 と して の在

り方生 き方」 の 「イ 人間 と しての 自覚」で扱 う。
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(3)展 開 例

学習項 目 学 習 活 動 備 考

導
入
10

分

・理 性 と は ・理 性 とは何 か 、身 近 な例 か ら考 えて み る。例 え ば、

「理 性 的 」 と は ど う い うこ とか 。

・理 性 に っ い て の基 本 的 な理 解 を身 につ け る。

・理性の大切 さ、

科 学 や、 日常 に

お ける必要 性 に

気 付かせ る。

展

開

30

分

・理 性の重要性

・合理的 な もの

と非合理的 な も

のの対比

・感性界 と英知

界

・自分 の知 って い る こ とを、 他 の人 に も認 め て も ら

うに は ど うす れ ば よ い か、 考 え 、 発 表 す る。(=認

識 の普 遍 性)

例.「 世 界 が 滅 び る」 と い う予 言 は 皆 に 受 け入 れ

られ るか 。

例.地 球 は丸 い 、 とい う こ と はなぜ 正 しい か 。

・合理 的 な もの と非 合理 的 な もの の違 い を考 え 、 例

を挙 げ て答 え る。

例.科 学E→ 占 い、予 言 な ど

・カ ン トが感 性 界(人 間 の世 界)と 英 知 界(神 の世

界)を 分 けて 、混 同 す る こ とを戒 め た こ とを理 解 す

る 。「純 粋 理 性 批 判 」 と い う著 書 の 題 名 か ら、 カ ン

トの理 性 批 判 の意 味 を理 解 す る 。

・生 徒 に考 え さ

せ 、発表 させ る。

・理 性 や論 理 の

大 切 さ に気 付 か

せ る 。

・両 者 の違 い を

理 解 す る こ との

大 切 さ に気 付 か

せ る。

・カ ン トが 人 間

の 理 性 の 限 界 を

定 め た こ とを 理

解 させ る。

ま

と
あ

10

分

・理 性 の意義

・意 見形成

・理 性 に よ って科 学 が発 展 した こ と、 合 理 主 義 が 近

代 の原 理 で あ った こ とを理 解 す る。

・合 理 的 な もの と、非 合 理 的 な ものの融 合 は可 能 か 、

考 え て み る。 。
噺

例.神 秘的 な体験 を科学的 に解明す る ことはで き

るか。

・歴 史 を簡 単 に

ふ りか え る。

・ノ ー トに 意 見

を書 か せ た り、

発 表 させ た りす

る。

(4)評 価 の観点 ①理 性 とその限界 にっ いて、基 本的な理解 は出来 たか。②合理 的 な もの

と、非合理 的な ものの対 比を把握 し、 自 らの意 見を形成 で きたか。

例 えば、「占いを科学 的に説明す る ことは出来 るか?」 、「宗教 と科 学 を統一 す る こ とは

可能 か?」 という小論文を課す。問 いに対 す る是 非 は問わな いで、 自分の考 えが表現 で き

て い るか どうかで評 価す る。

⑤ 指導上 の留意点 生徒 の意 見その ものの善 し悪 しは教 師が決 ある ことではないが、 安

易 な解答 や考 えに は適切 な ア ドバイ スをす る。

㈲ 参考文献 「カ ン ト入門」 石川文康 ち くま新書

「視霊者 の夢」 カ ン ト全集第3巻 理想社

「純粋理性批判」 世界 の大思想15河 出書 房新社
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4脳 死 と現代 倫理

(1)教 材 と して取 り上 げた理 由 今 日で は科学技術の発達 によって、今 まで不可 能で あ っ

た ことが可 能 にな って きた。た とえば医療 の発達 によって、体 の一部移植 が可能 に な り、

角膜や皮膚 の治療 が行 われてい る。最近 では臓器移植 も可能 にな って、今 まで助か らなか っ

た人 々に明 るい希望 が見 え るよ うにな って きた。今 日、多 くの日本人 が臓器移植 を求 めて

海外 に出かけてい る実態 があ る。その一方 では、臓器移植 に対す る多 くの疑 問点、問 題点

が提起 され、批判 もある。本時で は脳死 と臓器移植を教材 と して、臓器移植の問題点 は何か、

人命を尊重す るとはどうい うことなのか、 などの現代科学 と倫理 の問題 を考え させ たい。

(2)本 時のね らい 「現代の倫理 的課題 」について5時 間で学習す る。第1時 限で は国 際

平和 にっ いて、第2時 限で は環境の保全にっいて、第3時 限で は差 別 と人権 にっ いて学 習

す る。第4時 限(本 時)で は、臓器移植 が行われ るよ うにな った背 景、外国 での事 例、 日

本人の生命観等 を通 じて脳死 の是非を あ ぐる論争 の内容を知 り、様 々な主張 を弾力 的 に受

け止 あ、脳死 の問題 を自分 自身 の問題 と して考え る。第5時 限 で は、 「脳 死 を人 の 死 とす

る臓器移植法案 に賛成 か」 とい うテーマで デ ィベー トを行 う。学習指導要領 で は、「倫理 」

の 「(2)現代社会 と倫理」 の 「イ 現代社会 を生 きる倫理」で扱 う。

(3)展 開例

学習項目 学 習 活 動 備 考

導 脳死問題 にっ い 生命倫理 と脳死 にっ いて勉強す ることを知 る。脳 死 長す ぎな い よ

入

10
て 患者 の写真 を見て、 この よ うな状態を もはや生 きて い う気 をっ ける

分 る とい え る だ ろ うか との 問 いか け に答 え る。

脳死問題の歴史 ・プ リン トを利 用 しなが ら説 明 を 受 け る。 主張 が偏 らな

なぜ脳死 が考 え られ るよ うになったか、 その歴 史的 い ように注 意

過 程 を知 る 。 こ こで は、 患 者 、 家 族 、 病 院 の立 場 か ら す る

それぞれ脳死 の概念を必要 とした経緯 を考 える。

海外移植 ・日本人 が、年間 で数十名 が臓器移植 のために海 外へ

出 か け て い る記 事 を読 み 、 なぜ こうな ったの か考 え る。

展 日本 の現状 ・世界 の国 が脳死 をどのよ うに考えているか理解す る。

開
・また 、 日本 で はど うな って い るのか 、現 在 も国 民 の

基本 的合意 は得 られていない こと、そ して今 なお議論
30

の最 中 で あ る こ とを知 る。

分

脳死賛成の立場 ・脳 死 を 人 の 死 と認 め る考 え 方 を紹 介 す る。 医者 、 一 意見 が偏 らな

般市民の声、脳死臨調 な どの資料 を読 む。 いよ うに注 意

す る
脳死反対の立場 ・脳死 を人の死 と認 あない考え方を紹 介す る。 た とえ

ば脳死状態で 出産 したアメ リカの女性 を新聞記事 で知

り、果 た して脳死 は人の死 と言 い切れ るか揺 さぶ りを

受 け る。

一16一



ま
と

め

10

分

思想 を 自分 の こ

とばで表現す る

・自分 は脳死 を人 の死 と認 める立場かどうか
、考 える。

どち らともいえない場合 もある。理由を考え る。 さ ら

に患者や、家族、臓器移植 を待つ人 々の気持 ちを察 す

る。

質 問 はあ る程

度 用意 して お

く

(4)評 価 ①脳死 問題 の基 本的事項 を 自分 な りに考 え られたか どうか②様 々な立 場 の

考 えを理解 、想像 で きて いるか。③ 人間の死 を深 く考 えてい るか。

(5)指 導上 の留意点 ①発達段 階を考慮 し、難 しい専門用語 は使用 しない。②脳死 に関 す

る具体例を豊富 に示 し、考 え る材料 とす る。③生命倫理 のデ ィベ ー トと して、 「戦 争 を 防

ぐた あの原爆 などの大量殺獄 の武器 の所有 は必要か」 あるいは、 「代 理 出産 は認 め られ る

か」 などのテーマで行 い、 リサーチ、発言 の態度 を評価す る。

㈲ 参考 文献

「脳死 」 立花隆、NHK取 材班 日本放送 出版協会

「生命 の倫理を問 う」 佐藤和夫他 大月書店 「日本の論点」 文芸春 秋社

V人 権 と差別について考える

1差 別 と共生 ～差別 する心を考える

(1)教 材 として取 り上 げた理 由 偏見 や差別 の解消 に努力 す ることは公民 と して大切 な こ

とで あるが、差別 はいけない、 と教 え るだけで はあま り意 味のあ ることで はない。 なぜ な

ら、差別 はいけない と、だれで も思 いなが ら、差別 が存在す るのが現 実なので ある。 そ こ

で、様 々な差別 にっ いて学 んだ上 で、差別す る心 に焦点 をあて、偏見 や差 別の問題 を 自分

の生 き方 と深 くかか わ らせ た授業 を構成す る。

(2)本 時のね らい 「偏見 や差別 の解消」 につ いて2時 間 で学習す る。

第1時 限 は、以下 の通 りである。

◎ 社 会にお ける差別 にはどの様 な もの があるか問 いか ける(日 本 では、諸外 国で は)。

◎ 少数民族 、女性 、障害者、同和問題 などの差別 問題 を明 らか に し、考 え させ る。

◎ アメ リカな どで は老 人や少数民族 に対す る差別 の問題 とその克服が試 み られて い る

こと、及 び、 アファーマテ ィプ ・アクシ ョン(被 差別者優遇措置)と い うものがあ る こ

とを示す。

第2時 限(本 時)の 授業 は、教 師か らの問いかけ と、 それにっ いての生徒の発言 を通 して、

偏見 や差別 の問題を生徒が 自分 の問題 と してと らえ るよ うにす る ことに主 眼をお く。 そ し

て、差別 にっ いての様 々な考えを明 らか に し、 自分の中 にある差別す る心 に気付 かせ、 そ

れを克服 す ることの大切 さを学ばせた い。

学習指導要領 で は、「現代社会」 の 「(3)現代 の政治 ・経済 と人 間」 の 「工 民 主社 会 の

倫理」 で扱 う。また、「倫理」の 「② 現代社会 と倫理」の 「イ 現 代 社会 を生 きる倫 理 」

の項 目で扱 うことも考 え られ る。

一17一



(3>展 開 例

学習項目 学 習 活 動 備 考

・差別 の体験 ・差 別 され た こ とは な いか 、 差 別 した こと は な ・身 近 な と こ ろに も差

導
入 い か 、考 え 、答 え る。 別 があ ることを気付 か

10

分
せ る(例 えば い じめ な

ど)。

・区別 と差別 ・区別 と差 別 の違 い を考 え 、 答 え る。 ・例 え ば 、男 女 の 区 別

と差別 の違 いな どを問

いか け る 。

展 ・差 別 の理 由 。差別 の体験 を とお して なぜ人が人 を差別 す る ・差別 の心 を相対 化 す

開 のか、考 え る。例 えば、多数派 が少数派を なぜ る。 グループで話 しあ っ

30 差別 す るのか、自分 自身 の心 の中を考え る。 て もよ い 。

分
・差別 の解消 ・差別 はな くす こ とが で き るのか 、 とい う問 い ・差別 を 自分の問題 と

方法 か け に対 し、考 え て 、答 え る。 して と らえ 、 人 間 と し

差 別 はな くす こ とが で きる→ ど の よ うに? て の在 り方生 き方 と深

くか か わ らせ る。

・差 別す る心 ・諸外国の差別 を解消す る試 みについて知 る。 ・共 生 と い う こと の 大

との闘 い ・差別が意図的、歴 史的にっ くられ ることを把 切 さに触 れ る。

ま

と

め

握 す る。

・違 いを 認 あ あ う と い う、共 生 の大 切 さを 理 解

・教員 みずか らの差別

の体験 や差別を克 服す

10

分
す る 。 るための試 みを紹 介す

・自分 の心の中 にある差別す る心 を克服す る こ る 。

との 大 切 さ にっ いて理 解 す る。

(4)評 価 の観点 なぜ差別 をす るのか、どのよ うに差別を な くす ことが で きるのか とい う

ことにっいての意見 を、 ノー トやプ リン トに書かせ る。生徒 自身 の内省 のたあ に も有 効 で

ある。観点 は、①差別 す る心 を 自分 自身 の問題 と して理解で きたか。②差別 にっ いて の基

本的 な理解 と自分 の考 えを もっ ことがで きたか 。③差別を な くす ためにど うすればよいか、

考 え、実践 しよ うと して いるか。

(5)指 導上 の留意点 差別 の問題 を生徒 自身 に考 え させ る こ とが重 要 で あ る。 生 徒 が、

「結 局世の中 は不平等 で差別 はな くな らない」な どと短絡 的 に考 え る ことが な いよ うに配

慮 す る。

2キ ング牧 師の思想 とマル コムXの 思想

(1)教 材 と して取 り上 げた理由 アメ リカでは1964年 に公民権法 が成立 し、黒人差別 問題

は法 的に はな くなった。 また政府の優遇政策 によ り、黒人は教育 、就職面 等で優遇 され、

その中産階級 は社会 に進 出 し、今で は政 治家、文化人、 スポー ツ選 手な ど各界 で活躍 す る
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黒人 も多 く知 られ るよ うにな った。 しか し、都市の ス ラムに残 され た貧困層 の存在 、犯 罪

者 の激増 、麻薬の蔓延、未婚母(少 女)の 増加、家庭崩壊 といった影の部分 は以前 よ り一

層 ひ ど くな って いる。 アメ リカの人種問題 を認識 し、現代社会 に生 きる倫理 、倫理的 生 き

方 を考 えて い くことをね らって、黒人運動 に生涯を かけた人物 の思想 と生 き方 を教材 化 し

た。暴 力の克服 と連帯 の思想 、人権 、愛 とい った ことにまで踏 み込 みたい。

(2)本 時のね らい 「現代思想 」にっ いて6時 間 で学習す る。第1・2時 限で は実存 主 義

を、第3・4時 限ではガ ンデ ィとシュバイ ツァーの思想 にっ いて、それぞれ学習す る。 第

5時 限(本 時)で は、キ ング牧 師 とマル コムXの 思想 を取 り上 げて比較 し、公民権運 動 と

行動す る勇気 にっいて考 え る。第6時 限で は、現代 の思想 にっ いての討論 を行 う。学 習 指

導要領 では、「倫理 」の 「②現代社会 と倫理」の 「イ 現代社会を生 きる倫理」 で扱 う。

(3)展 開例

学習項目 学 習 活 動 備 考

黒 人問題 に っ い ・黒人運動 の歴史 を学習す ることを確認す る。 長 す ぎな い よ う

導 て ・ア メ リカ の黒 人 で知 って い る人 物 を答 え る。 に気 をっ ける

入

10
・ア メ リカ で黒 人 は ど うい う扱 い を され て い る と思

分 うか 、 知 っ て い る ことを 答 え る。

2人 の写 真 を見 せ 、 知 って い るか 答 え る。

黒人問題の歴史 ・ア メ リカ黒 人 の歴 史 を板 書 と プ リン トを 使 って 学 簡潔 にす る

習 す る 。

キ ング牧師 の思 ・キ ング牧師 の生涯 を読 む。年表 や彼 の著作 を利用 白人 と協力 で き

想 と行動 して彼 の思想 の生 まれた背景を押 さえ る。彼 が生 ま た こ とを お さ え

れっ き ク リス チ ャ ンだ った こと、 白人 と協 力 し な が る

ら、黒人 の市民権 を認 あさせ るためにデモ行進 な ど

平和的戦術行動 に出た背景 にガ ンデ ィやイエ スの思
展

想 が あ った こ とを理 解 す る。

開
キ ング牧師 の成 ・キ ング牧 師の行動 か ら、権利意識 の芽生 えた黒人

30 功 と良心 に目覚 めた白人 が協力 、連帯 して 、幾多 の苦

しい試練 に耐 えなが ら、っいに1964年 公民権 を法制

分 化 した こ とを理 解 す る。

キ ング牧師 の苦 ・キ ン グ牧 師 が 、 い く ら努 力 を して もス ラム街 が 消 変化 し始 め た背

悩 えず黒人 の暴動 がな くな らない ことに焦 りだ し、貧 景 を押 さえ る

困層 をな くす ことが もっとも大切 だ と感 じて、 貧者

の行進 を始 あた矢先 に暗殺 された ことを知 る。
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マ ル コ ムXの 思 ・ブ ラ ック ナ シ ョナ リズ ムを主 張 した マ ル コ ムXの 簡潔 にとどあ る

想 生 涯 と考 え方を キ ングと比較 しなが ら知 る。

共通性 ・2人 に は暗殺 され る直前 、社会問題 の解決 を めざ

して いた と い う共 通 項 の あ る こ とを知 る。

ま
思想 を 自分 の こ ・この時間 に取 り上 げたキ ング牧 師の思想 と行 動 に 質 問 は こち らで

と
め

10

とばで表現 す る っ いて感想 を 自分 の言葉 で書 く。その際 に、印象 に

残 った言 葉を書 く。

用意 してお く

分

(4)評 価 の観点 ① キ ング牧 師の基本的 な考え方を理解 したか。② 公民権運動 の基 本 的 な

流 れを理解 したか。③ 自分 の考 えをて いね いに表現 しようと したか。

㈲ 指導上 の留意点 ① マル コムXに つ いて は、時間の制約 もあるので、 あま り詳 しく取

り上 げな くて もか まわない。② ビデオの使用 などイメージを もたせ る映像 を利用 す る。

(6)参 考文献 「キ ング牧師 とマル コムX」 上坂昇 講談社 現代新書

「アメ リカ黒人 の歴史」 本 田創造 岩波新書

「良心 と トランペ ッ ト」他M.キ ング みすず書房

VI地 球環境の危機

1オ ゾ ン層の破壊

(1)教 材 と して取 り上 げた理由 「地球 に穴があ いて いる」 とい う衝撃的 なニ ュー スが、

1985年 、 イギ リスのフ ァーマ ンらの学者 によって報 告 された。 いわ ゆ る、「オ ゾ ン層 の破

壊 」であ る。地球的規模で進行す る環境破壊の なかで、 と くにこの 「オゾ ン層 の破 壊」 は

その汚染物質の多 くが日常生活 のなかの身近 な製 品 に使われて いることを認識 し、 この よ

うな製 品 と私達が ど うかかわ って い くかを考 え ると同時 に、その汚染物質 の元 凶であ る フ

ロンガスの排 出量 にお いて 日本が汚染大 国であ る現状 を直視す るとと もに、 そのなかで、

今後 日本 の果 たす役割 と責任を一人一 人が考 えなおす ことが重要 であ る。

(2)本 時のね らい4時 間構成の3時 間 目で扱 い、第1時 限 「環境問題 の世界的取 り組 み」、

第2時 限 「地 球の温暖化 と酸性雨」。第3時 限 「オゾ ン層 の破壊」(本 時)、 第4時 限 「熱

帯林 の破壊 が地球環境 に及ぼす影響」 とす る。本 時で は、① オ ゾ ン層の破壊 の現状 と、 そ

の メカニ ズムを理解 させ る。② この破壊 が もた らす地球環境 への影 響を理解 させ る。③ 私

達 がで きる、身近 な解決策 と して どの よ うな努力が必要か考 え させ る。

学習指導要 領で は、「現代社会」 の 「(2)環境 と人間生活」 の 「イ 環 境保 全 と倫 理 」 で

扱 う。
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(3)展 開 例

学習項 目 学 習 活 動 備 考

・オ ゾ ン層 の破 壊 ・オ ゾン層 の破壊 に関す る視聴覚教材 の上映 。 朝 日新 聞 、
導
入 と現 状 と そ の メ カ ・フ ロ ンガ ス を使 用 して い る製 品 を考 え る。

'95
.8.24

10

分
ニ ズ ム ・各 自治体 の具体 的対応策 とその取 り組 みの問題

点 を考 え る。

・オ ゾ ン層 の 破 壊 ・オ ゾ ン層 の破壊 によ って発生す る様 々な人 体 へ 資料 『WHO環

によ る健康被 害 と の影響 を考 え る。 境 保健 ク ライテ
展

生態系への影響 ・農 作 物 へ の影 響 や 、 プ ラ ン ク トン等 に及 ぼ す 影 リ ア14』

開 響 と生態系 との関係 につ いて考 える。

30
・ フ ロ ン ガ ス を 使 ・日常生活 のなかの身近 な製品 として 、冷蔵 庫 と

分
用 して いる製 品 の 自動 車 の エ ア コ ンに ス ポ ッ トを あて 、 そ れ ぞ れ に

具 体的 な取 り扱 い 使 用 して い る フ ロ ンガ ス が交 換 、 廃 棄 さ れ る と き

とその問題点 の対応 と代替 フロンの問題点 を考え る。

・オ ゾ ン層 の破 壊 ・環境破壊 に国境 はない ことを認識す る。

ま
を どの よ うに と ら ・各国 の環境保全 に取 り組 む姿勢が国際政治 の問

と

あ

10

え るか 題 に な って い る こ とを理 解 す る。

・私 達 一 人 一 人 が この問 題 を 身 近 な問 題 と して と

分
らえ、汚染物質 をどのよ うに減 らすかを 日常生 活

の なか で考 え る。

」

(4)評 価 め観点 ①環境 問題 が地球全体 の問題 であ ることに注 目させ る。②環境問題 に取

り組む ことで、「人間が生態系 の中 で生存 して いる こと」 とい う考 え方 を認識 す る こ とが

で きたか。③ 「日常生活 のなかか ら環境 問題 を考 え る」 とい う姿勢 が重 要 であ ることが理

解 で きたか 。

(5)指 導上 の留意点 ①科(化)学 的説 明に深 入 り しない。特 にフロ ンガスが オ ゾ ン層 を

破壊 す るメカニズムにっいての難解 な化学式等 はで きるか ぎり簡略 にす る。②工業高 校 で

は学 科の特質を生 か し、体験的学習 を取 り入 れ ることもで きる。

(6)参 考 文献 平成7年 度 「環境 白書」 環境庁

「地球環境ハ ン ドブック」 朝倉 出版

「オゾ ン層 とフロンガス」 一橋 出版

2熱 帯林 の破壊が 地球環境 に及ぽす影響

(1)教 材 と して取 り上 げた理由 熱帯 林 の急速 な減 少 を人 の死 に た とえ る と、 核戦 争 が

「心不全 」、森林 の減少が 「癌 の進行」 にあた るとまでいわれて いる。 この様 に、森林 の 減

少が このまま進行 すれば、生 態系への影響 はもちろっん、種 の絶滅 も懸 念 されて いる。 熱帯

林 の減少 にはい くっかの要 因が考 え られ るが、その要因 が複合 的に作 用 して いる点 に注 目
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し、途上 国に見 られ る人 口の増加 と都市化、先進国 の木材輸入等 に も目を広 げなが ら、 熱

帯 林の破壊 の問題 を考 え させ る ことをね らいと して、本教 材を取 り上 げた。

(2)本 時のね らい4時 間構成の4時 間 目で扱 い、第1時 限 「環境問題の世界的取 り組み」、

第2時 限 「地球の温暖化 と酸性雨」、第3時 限 「オゾ ン層の破壊」、第4時 限 「熱帯林 の破

壊 が地球環境 に及ぼす影響」(本 時)と す る。本時で は、① 地球 環境 保全 の ため に、 森林

の果 たす役割 を理 解す る。②減 少の要 因にっいて理解 を深 あ る。

学習指導要領 で は、「現代社会」 の 「②環 境 と人間生活 」の 「イ 環 境 保全 と倫理 」 で

扱 う。

(3)展 開例

学習項 目 学 習 活 動 備 考

・熱帯林 の果 た ・熱帯林 の果 たす役割 を気象へ の影響 や二酸化炭 素

導 す役割 濃度 への影響等 、 日常生活 に関わ る具体的 な事象 を
入

20
提示 し考 える。

分
・熱帯林 の減少 ・熱帯林 の減少 の現状 につ いて は、視聴覚教材等 を 「地球が危 ない」

の現状 活 用 しなが ら、 その 実 態 にっ いて考 え る。 NHK

・熱帯林の減 少 ・熱帯林の減少が単一 の原因で はな く、複合 的 な問

展
の原因 題 に よ って 発 生 して い る こ とを理 解 す る。

開 ・複合的問題 と して、開発途上 国の人 口の増加 が熱

20 帯林の減少 に拍車をか けて いる人 口問題 や、 日本 を

分 は じめとす る熱帯林材 の輸入 国の現状 と対応等 を理

解 す る。

・熱帯林 の減少 ・私 達 一 人一 人 が 、個 人 、 自治 体 、 企 業 、 国 の立 場

ま

と
を くい止 め る に に立 った と き、何 が で きるか 考 え る。

あ は
10

分

(4)評 価の観点 ① 地球上 の熱帯林 の減少 が危機的 な状況 である ことが理解 で きたか。 ②

また、理解 を深 ある際、その原 因が複合 的に形成 され た こと も理解 で きたか。③ この問題

が地球環境 に及 ぼす影響 が甚大 であ ることが理解で きたか。

(5)指 導上 の留意点 ① 資料 、デー タ等 を多数活用す るので、 その読 み取 りに注意 す る。

② 「持続可能 な開発」 とい う考 え方が これか らの環 境問題を考 え る うえ でのキー ワー ドで

ある ことの認識 に心 がけ る。

⑥ 参考文献 平成7年 度 「環境 白書」 環境庁

「環境 と公害 を考え る」 東京都教育委員 会

「地球環境ハ ン ドブック」 朝倉 出版
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平成7年 参議院議員選挙の比例区の選挙結果

政 党 新 進 自 民 社 会 共 産 さ き が け 二院 ク ラブ

得 票 数 12,506,322 11,Q96,972 .:: 3,873,954 1,455,886 1,282,595

得 票 率 30.75% 27.29% 16.92% 9.53% 3.58% 3.15%

議 席 数 is 15 9 5 2 1

議 席 率 36% 30% 18% ion

「

4% 2%

註:掲 載 した政党は議席を獲得 したもののみ(政 党名は略称)

仮定 の選挙結 果 に基づ く作業

政党と得票 A党240,000 B党210,000 C党150,000 D党105,000 E党45,000

i 240,000

a izo,000

一3 80,000

一4 60,000 52,500 37,500 26,250
!

11,250

一5 48,000

獲得議席数

作業 ドン ト式計算法 で議席配分 を行 う(比 例 区の定数 は10と す る)

作業の手順

1.各 党の得票数

を1か ら順 に整

数で割 った数 を

出す。

2.大 きい順 に番

号 を振 る。
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(資 料2)

「II我 が 国 の 政 治 経 済 の課 題1.日 本 経 済 の成 長 と規 制 緩 和 」 学 習 を 終 え て

生 徒 が授 業 の 最 後 に作 成 した意 見 文 か ら、 い くっ か を提 示 す る。

・規 制 緩 和 を どん ど ん進 め るか 、 ゆ っ く り進 め るか 、 ど っ ちが 良 いか 、 わ か らな い け れ ど、 と

りあ え ず 、 や れ るだ け や って み れ ば?や って み れ ば 良 いか 悪 いか は っ き りす るか ら、 そ し た

ら、 ま た、 考 え れ ば?

・日本 は リッチ な の だ か ら、途 上 国 の言 う こと は き いて あ げ る と い い。 ア メ リカ な ん か の 言 う

こ と は き か な くて い い 。 ア メ リカ だ って リッチ なん だ か ら。

・都 会 に住 む人 が多 い わ けだ か ら、都 会 人 が うま く暮 らせ る こ とを 考 え て 規 制 緩 和 して い く の

が 一 番 。

・日本 は資 源 が な い か ら、食 べ物 く らい は飢 え死 に しな い よ うに作 れ る よ うに して お か な い と

困 る。 食 べ物 関 係 は緩 和 しな い で 、他 の もの は緩 和 す る よ うに。

(資 料3)

「皿 現代倫理 の諸 問題4.脳 死 と現代倫理授業」授業後 の生徒 の感想(1学 年)

質問=あ なた は臓器移植 に賛成 か反対 かまたはどち らに近 いか。

・反対 。た とえば 自分の家族 や最愛 の人 が脳死 状態 にな って しま った とす る。 そん な と きに

「臓器移植 を して くだ さい」 といわれて も絶対 に いやだ。た とえ生 き返 らな くて もそ の人 の体

はきれいなまま死 なせてあげたい。

・賛成 。考 え ることも動 くこともで きぬ人 間にどれほどの意味 があ るだ ろ う。 「人 間 は考 え る

葦 であ る。」 とい うよ うに、人間 は考 える ものだ。それがで きぬ人 間 な ど、 人 間 の皮 をか ぶ っ

た ミイ ラだ ろう。臓 器を必要 と して いる人がいれば、その人 はそれで助 かれば良 いではないか。

・反対 。脳死 した人 は意識 が戻 ることが少 ないけれど、臓器移植 を して しま った ら、 もう本 当

に死ん で しま う。それ は人の命 の引 き替 えをす るみたいでいやだ。脳死 では脳 が死んで しま っ

て体 が生 きてい るのだか ら、それ はや っぱ り生 きてい るのだ と思 う。

・反対 。 自分 が生 まれた ときか らもってい るものを替 え るとい うのは変 な気 がす る。

・賛成 。移植 をす ることによって人の命 が助 か るのな らば、 その家族 は臓器 を提 供す るべ きだ

と思 います。 も し臓 器を必要 と して いる人が、臓器移植 をす る ことで助 か る確 率が とて も高 く

なるのな らば、相手 の方を優先 させ るべ きだ と思 います。

質問:あ なた は脳死 を人の死 と認 あ るか。

認 め る…21人 認 めな い…11人 どち らとも言 えない…10人

認 め る側 の意見

・脳死状態 とい うの は脳の機 能が元 に戻 らないで、その人 は生命維持装置 を使わ ない と呼 吸 で

きないだ と した ら 「ひ との死」 と認 めて いいと思 う。

認 めない側 の意 見

・子 ど もまで産 んで しま うのだか ら、人の死で はな いのではな いか。 また、家族 の人達 は生 き

返 る とい うわずかな割合を信 じて いると思 います。生命維持装 置を付 けて息を して い るの に死

と認 め られ るの はおか しいと思 います。
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